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令和８年度（第１回） 

防災・減災対策等強化事業推進費※ 

の配分について 
 

 

国土交通省は、近年、激甚な災害が頻発していることを踏まえ、国民

の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う

公共事業に対して緊急的かつ機動的に予算を配分します。 

このうち、北陸地方整備局関係では、災害対策事業として道路事業

（２件）、及び事前防災対策事業として河川事業（１件）にあわせて、

637.5百万円（国費）が配分されます。 
 

※「防災・減災対策等強化事業推進費」は、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏ま 

え、国民の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業 

に対して、緊急的かつ機動的に配分する予算です。今回配分された予算は、災害を受けた 

地域の再度災害防止対策及び突発的な事象への緊急的な対策等が必要となった地域の事 

前防災対策に活用されます。 

 

 
 

国土交通省本省の記者発表は、下記のＵＲＬでご覧になれます。 

 

＜国土交通省ＨＰ＞ 

〔URL〕
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 

【災害対策事業】

崖崩れ等対策

道路(補助） 事業費
国費

(配分額)

(1)
道路更新防災等対
策事業

一般国道291号 新潟県 新潟県 長岡市山古志東竹沢地先 135.0 67.5

(2)
道路更新防災等対
策事業

一般県道倉谷土清水線 石川県 石川県 金沢市日尾町地先 800.0 400.0

計 2件 935.0 467.5

【事前防災対策事業】

洪水・浸水等対策

河川(補助） 事業費
国費

（配分額）
防災・安全交付金
事業

下条川水系下条川 富山県 富山県 射水市橋下条地先

計 1件 340.0 170.0

合　計 3件 1,275.0 637.5

配分箇所一覧表（北陸地方整備局関係分）

［金額単位：百万円］

事業主体名 施行地
実施計画額

(3) 340.0 170.0
交付金計画名：総合的な治水対策の推進（防災・安全）

［金額単位：百万円］

事業主体名 施行地
実施計画額



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和７年11月10日、降雨の影響により崖崩れが発生した。今後、降雨等に

より、再度崖崩れの発生するおそれがあることから、推進費を活用して緊急

的に軽量盛土工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早期に確

保する。

新潟県

新潟県長岡市山古志東竹沢地先

135,000

道路更新防災等対策事業（一般国道291号）

ナガオカ ヤマコシヒガシタケザワ

67,500

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、軽量盛土工等を
実施する。

【位置図】

新潟県

【断面図】
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至魚沼

【平面図】

用地境界

買収範囲
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推進費施行区間 L=20.8m
軽量盛土工 V=59.0m3 法枠工 L=46.0m 防護柵工 L=22.5m 舗装工 A=64.7m2 排水工 L=52m
土工 V=385m3 構造物撤去工N=一式 工事用道路工 L=287m 仮設工 N=一式
用地費 N=1件 電柱移設費 N=1件

用地境界

写真②

写真①

【写真①】

至魚沼

崩落箇所

【写真②】

既設横断排水管

施行箇所

（A-A’断面）

令和７年11月10日撮影（被災状況） 令和７年11月10日撮影（被災状況）

凡 例

推進費施行箇所赤



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年２月23日、融水の影響により崖崩れが発生した。全面通行止めを

早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用し

て緊急的に吹付法枠工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

石川県

石川県金沢市日尾町地先

800,000

道路更新防災等対策事業（一般県道倉谷土清水線）

カナザワ ヒ オマチ

400,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、吹付法枠工等を
実施する。

【位置図】

クラ タニ ツチ シ ミズ

H≒130m

吹付法枠工

モルタル吹付工

軽量盛土工、
舗装工、
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擁壁工
落石防護柵工

道路幅員
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側溝工

境
界

大型土のう工

切土工

犀川

至 金沢市街地

至 犀川ダム

令和８年３月２５日撮影（被災状況）令和８年３月２５日撮影（被災状況）
至 金沢市街地

至 犀川ダム

【写真②】 【写真③】

犀川

至 犀川ダム

至 金沢市街地

H=約100m

H=約30mL=約54m

令和８年３月２５日撮影（被災状況）凡例 ×被災箇所 － 第1次緊急輸送道路
－第2次緊急輸送道路 －第3次緊急輸送道路

犀川ダム
被災箇所

辰巳ダム

金沢市役所

迂回路なし

(主)金沢小松線

犀川ダム観測所

別所観測所

【平面図】 【写真①】

推進費施行箇所

推進費施行延長 L=54m
切土工 V=5,000m3
吹付法枠工 A=5,000m2
モルタル吹付工 A=2,000m2
軽量盛土工 V=  900m3
舗装工 A=  400m2
側溝工 L=   54m
安全施設工 L=   54m
擁壁工 L=   54m
落石防護柵工 L=   54m
大型土のう工 N=  162個
測量設計 N=一式

写真①
写真②

写真③

【断面図】

Ａ

Ａ´

（A-A’断面）

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

施行箇所

石川県



施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

事 業 名

交付金計画名

A

A’

国 費

下条川水系下条川では、「社会資本整備重点計画（第六次計画）」に基づ

き、洪水氾濫等の対策として護岸工の事業を実施している。

護岸の変状が確認され、今年度に入り対策工法が決定したことから推進

費を活用して護岸工を実施することで、地域の安全・安心を早期に確保する。

富山県

富山県射水市橋下条地先

340,000

防災・安全交付金事業（下条川水系下条川）

イミズ ハシゲジョウ

170,000

ゲジョウガワ

総合的な治水対策の推進（防災・安全）

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

【平面図】

【写真①】

護岸工を実施し、洪水による浸水リスクを低減させる。

富山県

【位置図】 施行箇所
CoCo
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Co

Co
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G

鋼矢板Ⅰ-Ⅷ

矢板変位

護岸工

（A-A’断面）

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

令和７年10月撮影（現地状況） 令和８年２月撮影（現地状況）

【写真②】

推進費施行区間 L=50m
護岸工 L=50m
仮設工 一式

【断面図】

洪水浸水想定区域（計画規模）
浸水想定エリア（8.8ha）
浸水戸数（50戸）

凡 例

推進費施行箇所赤


